
 

 

 

 

 

１．はじめに 

平成 27 年度の全国学力状況調査において，

3年ぶりに実施した理科については，前回

（平成 24年度）調査で見られた課題「観察

実験結果などを整理分析した上で，解釈・考

察し，説明すること」について，課題の所在

が明らかになったとし，「実験の結果を示し

たグラフを基に定量的に捉えて考察するこ

とに課題がある」という点と「予想が一致し

た場合に得られる結果を見通して，実験を構

想したり，実験結果を基に自分の考えを改善

したりすること」を指摘した。その課題を受

け，もののあたたまり方の設問課題として

「水の温まり方を考察するために実験結果

をもとに自分の考えを改善することに課題

がある」とした。課題克服のために「自分の

考えと実験結果を照らし合わせより妥当な

考えに改善できるようにすること」をねらい

とし，そのために①実験前の予想と実験で得

られた結果を照らし合わせ，比較し考えるこ

とができるようにすること。②表などの根拠

となる資料から，自分の予想と照らし合わせ

る活動を考えること。③予想が結果と違った

場合，予想を振り返り，見直し再検討したり，

他者の予想を振り返ったりさせることで自

分の考えを修正し結果からに考察できるよ

うにすることを学習指導に当たっての配慮

事項としている。 

以上の点からも理科における考察は，予想

の場面と深く関係がある。それは，考察の場

面において，自分の考えた予想と比べ，共通

点や相違点を見出していくことにある。自分

自身が理科の授業を行うにあたり，予想を考

えさせる場面において「こうなるだろう」と

言えても，理由については「なんとなく」な

どと答える姿を見てきたことや考察の場面

においては予想 

 

 

 

 

どと根拠について考えることができなかった

り，結果からどんなことが言えるのかがわか

らなかったりした様子を目の当たりにしてき

たことと結びついた。 

 このような点を踏まえると，問題を捉え，

予想を自分なりの根拠をもって考えることや

自分の予想と実験の結果を照らし合わせて考

えたり，実験結果からどんなことが言えたり

するのかという考察ができるようになること

が必要であると考えた。つまり，これこそが

予想と考察の充実を図ることができる授業だ

と考える。 

 本研究において，予想と考察の充実を図る 

授業の在り方について検証していく。 

 

２．研究の方法 

実習校：山梨県内公立小学校 

実習期間：平成 28 年 6 月～12 月（週 1 回） 

対象：4 年 A 組（34 名のクラス） 

以下，（１）実態調査，（２）アンケート

の結果，（３）アンケートの分析，（４）対

話を用いた授業の工夫，（５）ワークシート

を活用した授業の工夫について述べること

とする。 

 

（１）実態調査（アンケート） 

対象者：山梨県の公立小学校４年生児童 

回答人数：4 年生児童（34 名） 

質問内容：以下参照 

 アンケートを実施することにより，理科に

対する意識や授業での自分の姿を想起させる

ことと，現状を把握し，このアンケート結果

を基にどのような手立てを講じていくかを考

えていくために実施する。 

初等理科授業における予想と考察の充実を図る指導の工夫 
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実施期間：9 月と 12 月の 2 回実施 

〈表１ アンケート項目〉 

 

（２）アンケートの結果 

 まず，理科の勉強は好きかの問いに対し，

85％が好きと答えた。また，理科の勉強はよ

くわかるかの問いには，74％がわかると答え

ている。次に，理科の予想等を考えることは

好きかの問いには，53％が好きと答え，さら

に，理科の授業で友達と考えを話し合うこと

は楽しいかの問いには 59％が好きと回答し

ている。そして，自分の考えを書くことが好

きかの問いには，53％が好きとしている。 

逆にやや数値が低かった設問として，課題

を考える時，前に学習したことを思い出すか

の問いには，44％がしていると回答した。ま

た，理科の授業で手を挙げているかの問いに

は 67％の児童がしていないもしくは，あまり

していないと回答し，数値は低かった。 

 

（３）アンケートの分析 

 アンケートの結果から読み取れることは，

まず理科に対する抵抗はほぼないと言ってい

いだろう。しかし，予想を考えるときに前の

学習を思い出したり，自分の考えを表現した

りする（挙手）場面において苦手意識がある

児童がいることがわかった。ただ，自分の考

えを書くことや友達と考えを話し合うことが

好きとした児童は半数よりも多い。この結果

を利用し，以下に述べる「対話」と「ワーク

シート」を用いた授業の工夫を提案する。 

 

３．授業実践に取り入れる工夫 

（１）対話を用いた授業の工夫 

平田（2001）は，「対話とは，他人と交わ

す新たな情報交換や交流」とし，花田（2013）

は，「話線の交流が存在する音声言語活動すべ

てを対話とみなす」としている。これを受け

て授業実践の際に，予想を考えさせる場面や

考察の場面で自分の考えを伝え合うことを目

的としたペアでの対話やグループの対話を用

いることとした。さらにこの対話によって，

①「少人数において，自分の考えを伝えるの

で，その後の全体での発表の際に，自信をも

って発表することにつなげられること」②「自

分の考えが思いつかなかった時に，他者の考

えを聞くことで，それがヒントとなり，自分

の考えに役立たせること」③「他者の考えと

自分の考えと比較し，より深い思考へと発展

すること」を期待する。 

さらに，対話を行うときのルールとして， 

対話を行うときのルール 

①相手の意見を最後まで聞く。 

②相手の意見と異なるときは，理由をつけ

て話す。 

③疑問や確かめたい所は，質問をする。 

とした。話の途中で割り込むことがないよう

にすることや異なる意見の時に理由をつけさ

せたのは，自信をつけさせることに繋げるこ

とであり，質問をすることは，その考えに対

し，より深い思考へと導くためである。 

また，このような活動を取り入れることに

より難波（2007）は「児童間対話は，学習の

中で児童が教師や児童などの他者と関わりな

がら学力を高めていくことである」と述べて

いる。また，市毛（2009）は，「対話の学習

は，社会的生活力の基礎となる。相手の話を

上手に聞き，自分を上手に表現できるように

番

号 

質問内容 

① 理科の勉強はすきか 

② 理科の授業で予想や考察を考えることはすきか 

③ 理科の勉強はよくわかるか 

④ 自分の考えを書くことはすきか 

⑤ 理科の授業で手をあげて発表しているか 

⑥ 課題を考える時，前に学習したことを思

い出すか 

⑦ 

 

理科の授業で友達と考えを話し合うこと

は楽しいと思うか 



なる」としている。このような点からも対話

を取り入れることで指導の効果は，一層充実

したものになると考えられる。 

 

（２）ワークシートを活用した授業の工夫 

ワークシートは，自分の考えを表現するこ

とで思考を整理して記述させる意図がある。

さらに，日常生活の中で活用することができ

るようにしていかなければならない。森本

（2013）は，「子どもの思考と表現を一体化

させる場として機能しなければならない。言

い換えれば，多様な思考を支える多様な表現

方法の保障である」としている。それを受け，

まず，自分の考えが言葉でも図でも書けるよ

うにしたことと対話によって自分の考えが変

わり新たな予想を書くことができる欄を設け

た。 

〈図１ ワークシートの例〉 

また，結果や考察を見比べながら記述する

欄を作った。さらに，結果を図でも書けるよ

うにし，考察がしやすくなるよう工夫した。

こうすることで，普段言葉で説明することが

苦手な児童でも図で表現することができれば，

自分の考えをわかりやすくまとめることがで

きると考えた。また，図を他者へ見せること

で，図を相手に解釈させ，考えの共有も図ら

れることもねらいとした。 

 

４．実践 

（１）9 月の実践 

①単元名 とじこめられた空気と水 

②単元のねらい 閉じ込めた空気及び水に

力を加える活動を通して，そのかさや圧し返

す力の変化を調べ，その変化によって起こる

現象をそれぞれの性質と関連付けて追究する

能力を育てるとともに，空気及び水はそれぞ

れ違った性質があるという考えをもつことが

できるようにする。 

〈表２ 単元計画〉 

 

③成果と課題（本授業では，対話を中心と

して授業の工夫を行った。） 

時 主な学習内容 

１ 

 

〇空気を入れた袋や入れ物をお

し，手応えを体感する。 

２ 

・

３ 

本

時 

〇空気鉄砲を作り，玉を飛ばす。 

 

〇筒の中の空気の様子を考え，図

で表現する。 

４ 〇注射器に閉じ込めた空気をお

して，体積と手応えの変化を調

べてまとめる。 

５ 

 

〇注射器に閉じ込めた水をおし

て，体積の変化を調べる。 

６ 〇空気と水の性質の違いをまと

める。 

〇おしたときの空気や水の性質

について学習したことをまと

める。 

図による予想を書く欄 

対話を行い，新たな予

想を書く欄 

結果と考察を見比べな

がら書く欄 



ア 成果（対話） 

この授業では「つつの中のスポンジをより

遠くへ飛ばすためにはどうしたらよいだろ

うか」という課題を設定した。まず，クラス

全体にどうしたらよいのかと聞いてみた。ア

ンケートの実情通り，若干名のみが挙手をす

るだけであった。そこで，「隣同士で自分の

予想を伝え合ってみよう」と指示を出した。

「対話」の導入である。さらにルールとして

友達の予想に対して，話を最後まで聞くこと

や否定的な意見は言わないこと等を伝えた。

この授業では，あくまでも自分の考えを他者

に伝えさせ自信をつけることを目的とした

からである。 

その結果，この対話を用いた後には，はじ

めに予想を聞いた時よりも多くの児童が挙

手することができた。そこから，活発な意見

交換が始まり，出てきた予想に対して，全体

から質問が出てくるまでになった。 

〈表３ 本時の授業記録の一部〉 

表３では，ただ予想を聞いただけでは，あ

まり手も挙がらず，意見の交流も見られなか

ったが，対話を用いた後には，このような意

見の交換が全体の場で見られた。表３では，

相手に質問をすることで，具体的に考えの内

容を知ることができている。このように，自

分の考えを全体の場へすぐに出させようとす

るのではなく，まずは少人数で自分の考えを

表出させることが活発な意見のやり取りに有

効であることが分かった。 

 同じように，考察の場面においても対話を

用いた。実験の結果は，「力強く棒を圧せば，

スポンジは遠くまで飛んだ。」という意見がほ

とんどだった。そこで「では，なぜ力強く棒

を圧せば，スポンジが遠くまでとぶのだろう

か？」と疑問を投げかけた。すると，一斉に

考え込む姿が見られた。そこで対話を用いて，

自分の考えを伝え合わせた。すると数名が挙

手をし，「空気の勢いが強くなるから」と発表

した。その意見に対し，ほとんどの児童が同

じ考えであるとして挙手をした。このような

結果からも，思考を要する場面において，対

話を用いることで，全体の場へ自分の考えが

伝えやすくなるということと，思考の深まり

において手ごたえを掴むことができた。 

 まとめの場面だが，予想，考察の場面を経

て，問題を振り返って考えさせるために「今

日の課題は，何でしたか？」という初めに提

示した問いを再度投げかけた。つまり，この

答えになるようなまとめの言葉をみんなで考

えようと伝えた。ここでも対話を用いて，隣

同士で考えを伝え合った。この授業の中で３

回目の対話だったので，活発に行っていた。

最終的には，板書にもあるように児童たちの

言葉でまとめの言葉を考えることができた。 

イ 課題（対話） 

対話が成立しないペアがあった。それは，

自分の予想が考えられない児童同士のペアで

ある。そこで，隣同士ではなく，前後のペア

に混ぜてもらい，意見を聞くという体制をと

った。しかし，人数が増えると，授業内容と

は違う話をしてしまい，必ずしもクラス全体

が良い影響を及ぼすことができたとは言えな

かった。この時，考えが持てなかったペアに

対し，予想を考える視点を与えるべきだった

と考えている。例えば，前時の授業を思い出

せたり，日常生活を想起させたりすることな

どが挙げられる。また，ペア自体も工夫する

必要がある。自分の考えがすぐに思い浮かぶ

児童とそうでない児童をペアにしたり，人数

を１対１という形式にとらわれず，２対１な

どとしたさまざまなパターンを取り入れたり

C１ 予想は，空気をいっぱい入れたらい

いと思う。 

C２ 空気をいっぱい入れるってどうす

るの？ 

C１ スポンジを端と端におけば筒の中

にいっぱい空気が入っているってこ

とになるよね。 

C２ そうか。 



していくことが求められる。 

（２）11 月の実践 

①単元名 もののあたたまり方 

②単元のねらい 生活経験や簡易実験から，

金属，水，空気のあたたまり方に興味をもち，

金属や水，空気は熱した所からどのようにあ

たたまっていくかについて見通しをもって調

べ，金属は一部を熱しても，中央を熱しても，

熱した部分から順にあたたまっていくことや，

水や空気は熱した部分が上方に移動して全体

があたたまっていくことなど，物のあたたま

り方についての考えをもつことができるよう

にする。 

〈表４ 単元計画〉 

時 主な学習内容 

１ 〇金属のあたたまり方について簡

単な実験を行い，金属はどのよう

にあたたまっていくかを考え，予

想する。 

２ 〇金属のあたたまり方を調べる。 

３ 〇金属のあたたまり方をまとめる。 

４ 〇水の一部を熱してあたたまり方

を調べ，まとめる。 

５ 

本

時 

〇水の一部を熱したときの水の動

きを調べ，まとめる。 

６ 〇空気のあたたまり方を調べ，まと

める。 

７ 〇空気・水・金属のあたたまり方に

ついて学習したことをまとめる。 

〈図２ 本授業の板書〉 

③成果と課題 

ア 成果（対話） 

本授業において対話を用いる場面は，予想の

場面と考察の場面にした。そこで，図３の児

童のワークシートが対話によって，自分の考

えが生まれた様子が見て取れる。自分の予想      

〈図３ 児童のワークシート〉 

を書く欄には，考えを書くことができなかっ

たが，友達と対話を行うことによって予想を

書くことができていた。また図４の児童のワ

ークシートでは，対話を用いた後も自分の考

えが変わらなかったことを記述している。こ

れは，他者との対話の中で，自分の意見が確

固たるものになったと考えられる。 

〈図４ 児童のワークシート〉 

 

 



イ 課題（対話） 

 今回は，前回の反省（予想が立てられない

ペアがあったこと）を生かし，対話を班で行

った。理由として班の中には，核となる児童

がおり，その児童を中心として，班の中で多

くの対話を行うことができると考えたからで

ある。しかし，実際に行うと考えを伝えてい

る児童は，ごくわずかであり，前回同様，違

う話をし始めたり，黙ってしまったりした班

があった。そこで，前時の授業を振り返らせ

るなどのヒントを手助けとして与えたが，そ

れでも対話がうまく進まなかった。やはり，

意図的にペアやグループを決める必要がある

と考える。 

 

ア 成果（ワークシート） 

本時では「あたためた水は，どのように動

いて全体があたたまるだろうか」という課題

を設定した。図１のワークシートにあるよう

に，言葉だけでなく図でも自分の考えが書け

るようにした。すると予想を記入する欄には，

言葉と図の両方に自分の考えを書く児童が多

く見られた。しかし，数名は図だけに予想が

書いてあった。そこで，図だけの児童に考え

を書かせて，全体へ見せることとした。図だ

けでも何となく意味は伝わるのだが，あえて

図を書いた児童ではない児童に図の意図を発

表させた。これは，考えの共有を図るためで

ある。こうすることで普段，挙手に対し苦手

意識をもっている児童でも他者が自分の考え

を発表してくれることで，まるで代読をして

くれたかのようになるし，発表した児童は，

図を書いた児童の意図を読み解く力もついて

くる。 

図５にあるような授業の工夫も行った。こ

れは，図で考えることができるワークシート

を取り入れた成果である。自分の考えが，言

葉だけではなく図でも表せることは，児童に

とって思考を表出しやすいものだったこと分

かった。ビーカーの図に矢印を書き込むこと

によって，どんな動きを説明したいのかが簡

単に読み取ることができていた。このような

ワークシートを活用した授業をこれからも展 

〈図５ 図に表した児童の考え〉 

開していくことで，自分の考えをより具体的

に表現できる力が身につくのではないかと考

える。 

考察の場面において，図６の児童は，実験

結果を見た通りの事実を自分の言葉で書く

ことができている。また，予想と比べること

もできている。さらに，考察もそのような結

果を踏まえ，でがらしの動きから，水がどの

ようにあたたまっていくのかを記述するこ

とができている。このようなワークシートの

形式を使用することによって，予想と考察の

充実を図ることに一定の成果があったこと

が分かった。 

〈図６ 児童のワークシート〉 



イ 課題（ワークシート） 

 〈図７ 児童のワークシート〉 

図７の児童のワークシートにもあるよう

に予想はどうなるかの欄におおよその予想

が書けたにも関わらず，理由に何も書けなか

った児童が数名いた。前時の授業内容（水を

入れた試験管を熱すると水は，上からあたた

まる）を振り返り，思い出しながら予想が立

てられればと考え，授業の導入で前時の実験

を師範実験として行った。多くの児童は，そ

の実験結果から「ビーカーという入れ物が違

ってもやはり水は，上からあたたまると思

う。」という考えをもっていた。また逆に，「今

度は入れ物が違うから下からあたたまるの

ではないか。」と予想した児童もいた。その

中で，理由が書けない児童には，なぜ，理由

が考えられなかったのか原因を考えた。する

と，水のあたたまり方の前に金属のあたたま

り方の実験を行い，金属は，熱せられた所か

らあたたまっていくことを学習する。これに

対し，水は，上方からあたたまっていくこと

を学ぶ。このことから，ビーカーでも上方か

らとイメージしつつも，入れ物の違いや実験

方法の複雑さから根拠が見いだせなかった

可能性がある。予想を考えさせる時に根拠と

なるものをイメージさせる必要があること

が分かった。 

  

５．まとめ 

 本研究の授業実践後に行ったアンケート

をもとに，以下の点についてまとめた。 

理科の勉強は好きかの問いに対し，85％が

好きと答えた。これは，実践前と変わらなか

ったが理由として「実験が楽しいから」がほ

とんどだったが，「予想と違っても楽しい」

「わからないことがわかるから」と記述した

児童がいた。この理由から，理科の授業の特 

〈表５ 授業実践後のアンケート〉 

性として生活概念から科学概念へと理解が構

築されてきた結果だと推測できる。また，理科

の予想や考察を考えることは好きか，どちらか

というと好きかの問いに肯定的に答えた児童

は，87％であり前回とほとんど変わらなかっ

た。ただ好きな理由として「予想と結果を比べ

られるから」や「予想をしてから実験をすると

わくわくするから」と記述した児童が多かった。

これは，授業における予想と結果を比べて考え

る活動が成果として考えられる。さらに，自分

の考えを書くことは好きか，どちらかというと

好きの問いには，90％の児童が好きと答えた。

その理由として「自分の考えと友達の考えを比

べられるから」「自分の考えを友達と見せ合え

るから」とした児童が多かった。この記述から

もワークシートに図で書き込めるだけでなく，

友達との考えの共有に使えたことは，成果があ

ったといえる。    

課題として，理科の授業で手を挙げて発表し

ているかの問いに 67％がしていない，または

どちらかというとしていないと答えた。この項

目の数値も前回と変わらなかった。しかし，理

由を見ると「理科なら手が挙げやすい」「自分

の意見と違う意見が出るから面白い」という肯

定的な意見も見られた。否定的な意見として

番

号 

質問内容 

① 理科の勉強はすきか 

② 理科の授業で予想や考察を考えることはすきか 

③ 理科の勉強はよくわかるか 

④ 自分の考えを書くことはすきか 

⑤ 理科の授業で手をあげて発表しているか 

⑥ 課題を考える時，前に学習したことを思

い出すか 

⑦ 

 

理科の授業で友達と考えを話し合うこと

は楽しいと思うか 



「恥ずかしい」という意見が圧倒的に多かった。

また，友達と考えを話し合うことは楽しいかの

問いには 88％が好きと回答していたが，あま

り好きではないとした児童の理由として，「一

人の方が落ち着いて考えられるから」と記述し

た児童がいた。 

このような結果を受け，ワークシートについ

て，図で自分の考えを書くことができるように

したことや結果を予想と比べて考えさせたり

することについては成果があったといえる。し

かし，授業によって，図を見て考えさせるワー

クシートや図から言葉に変換させるような形

式のワークシートの工夫も考えられる。また，

挙手では，恥ずかしさを克服できるような手立

てを考えることや対話では，アンケートの記述

にもあったように一人でじっくり考える時間

を確保するなど取り組み方法を考えていく必

要があることが分かった。そのために，ペアの

作り方やルールの徹底などが今後の課題とい

えるだろう。 

 

６．今後について 

今回の研究で予想と考察の充実を図る指

導の工夫として対話とワークシートの活用

を中心に研究をしてきた。授業実践を行う中

で児童が他者の考えを聞き，自分の考えと比

べ，どのように理解を深めていくのか等，対

話のもつ意味を児童に理解させる必要性を

感じた。しかし，一筋の光として，対話を行

うことによってそれまで考えがもてなかっ

た児童が自分の考を生み出すことができた

ことや自分の考えに自信がもてるようにな

ったことを見ることができたことである。こ

の対話によって学びを充実させることがで

きた児童もいたことを踏まえ，次年度は，よ

り多くの児童が，対話によって学びの深化が

できるよう手立てを考えていきたい。 

また，ワークシートは，一定の成果を得ら

れたが，結果を表や図に整理して書くことが

できるような形式をとることで，考察がさら

に書きやすくなるのではないかと考える。な

ぜそう言えるのかなどをデータ（根拠）にも

とづいて記述することができるようなワー

クシートの工夫についても考えていきたい。 

このように，対話やワークシートは，実践

方法を工夫することで，お互いを深く知るこ

とができる手立てであることに改めて気付

くことができた。お互いを深く知ることで，

よりよい人間関係を築くことができるので

はないかと考える。つまりこれこそが，学級

づくりの土台となりうる。今回の実践を生か

し，よりよい学級経営をしたいと強く感じた。 
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